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11ベッドの組立方法

1.脚座の取付け

q組立前に28ページの「設置について」に従い、
ベッドの配置をお決めください。

下記w、eはロングおよび延長フレームを取
付けるベッドの作業です。

tプッシュリベットが図Aのような状態である
ことを確認してください。（なっていない場
合は図Aの状態にしてください。）

yベースフレーム（補助フレーム）と脚座の穴
位置を合わせプッシュリベットを差込んで
ください。

uプッシュリベットの軸を押込んで図Bの状態
にして、脚座をベースフレーム（補助フレー
ム）に固定してください。（4カ所）

●補助フレームは延長フレームに梱包されています。

●補助フレームは穴のあいている方を内側に

してください。

●ボルトの締付けは、付属のスパナを使用し

てください。

●脚座には左右があります。穴のあいている

方を内側にしてください。

e付属の六角ボルトで補助フレームをベース
フレームに固定してください。

rベースフレーム（補助フレーム）を持ち、
先端に脚座を差込んでください。（4カ所）

●ボルトで補助フレームを、プッシュリベットで脚座を確実に

固定してください。固定されていない場合、補助フレームや

脚座が外れてけがや破損の原因となります。
警  告�
けい　　　  こく�

補助フレーム�
ベースフレーム�

六角ボルト�

穴�
ベースフレーム�

脚座�

（補助フレーム）�

プッシュリベット�

脚座�

穴に差込み�

カチッと音がするまで�
軸を押込む�

軸�
図A

図B

プッシュリベットを取付けるときは�

図B

w足側のベースフレーム先端に補助フレーム
を差込んでください。（左右各1カ所）

プッシュリベットを外すときは�
●カチッと音がするまで指で軸をさらに押込んでください。固定
が解除されますので、そのまま抜いてください。�
※指で押込めない場合は、押込みすぎないように注意してドライ
バー等で軽く押込んでください。�
※再度取付ける際は、図Aの状態にしてください。�

軸がもう一段�
内側へ入ります。�
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2.「キャスター・ハイトスペーサー」（別売）の取付け

■キャスター（KQ-39）の取付け（ロングおよび延長フレームを取付けたベッドには適合しません。）

キャップ�
�

（4個）�

キャスター�
（ストッパー付）�
（4個）�

■組立付属部品�

qベースフレームの先端に、キャップを奥ま
で差込み、キャップとベースフレームの穴
位置を確実に合わせてください。

wキャスターを図の向きにして、キャスター
の軸（六角部）をキャップの穴の途中まで
差込んでください。

●キャスターの軸（六角部）をキャップの穴

に確実に合わせて、差込んでください。

●ベッドを移動させるとき以外は、4カ所のキャスターすべ

てを固定状態にしてください。ベッドに乗り降りする際に、

ベッドが動いて思わぬけがをするおそれがあります。
警  告�
けい　　　  こく�

e車輪をゆかに接地させ、ベースフレームの
上面を手で押して、キャスターの軸をキャッ
プの中に完全に押込んでください。
●ベースフレーム上面を手で押してキャスター

を押込む際に、ベースフレームとキャスター

の間に指をはさまないように注意してくだ

さい。また、押込む際にはゆか材を保護す

るためキャスターの下に敷物（脚座カーペッ

トなど）をしてください。

●キャスター取付け後、フランジとベースフレー

ム下面が接することを確認してください。

●キャスターが下図のように4カ所に取付いてい

ることを確認してください。

●キャスター4輪すべてを固定状態にしていること

を確認してからベッドの組立てを行ってください。

●キャスターが固定された状態でベッドを無理に動かすと、ベッ

ドおよびキャスターが故障するおそれがあります。注  意�
ちゅう　　　  い�

ベースフレーム�

キャスター�

敷物�

ベースフレーム�

キャップ�

軸�

キャップ�

ベースフレーム�

六角穴�

車輪�
ペダル�フランジ�

軸�

車輪の向き�

穴を合わせる�

フランジ�

※次のq～eの作業を4カ所すべてについて
行ってください。
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■ハイトスペーサー（KQ-028）の取付け

●ハイトスペーサーの取付け方は脚座と同じ

です。29ページの「脚座の取付け」に従って

ハイトスペーサーを取付けてください。

■キャスター（KQ-029）の取付け（ロングおよび延長フレームを取付けたベッドには適合しません。）

●あらかじめ脚座が取付けてある場合には、

29ページの「プッシュリベットを外すとき

は」に従ってプッシュリベットを外し、脚座

を取外してください。

qベースフレームの先端に、キャップを奥ま
で差込み、キャップとベースフレームの穴
位置を確実に合わせてください。

wキャスターの軸をキャップの六角穴に合わ
せ、カチッと音がするまで差込んでください。

●このとき、フランジとキャップが接してい

ることを確認してください。

●ストッパー付のキャスターは下図のように対
角の位置に取付けてください。

●キャスターの軸（六角部）をキャップの穴

に確実に合わせて、差込んでください。

●キャスターを差込む際に、指をはさまない

よう注意してください。

●対角2カ所のキャスターを固定状態にしてい

ることを確認してベッドの組立てを行って

ください。

プッシュリベット�
（4個）�

ハイトスペーサー（4個）�
�

■組立付属部品�

キャップ�
�

（4個）�

キャップ�

キャスター�
（ストッパー無）�
（2個）�

キャスター�
（ストッパー付）�
（2個）�

■組立付属部品�

六角穴�

軸�
フランジ�

車輪�

ベースフレーム�

穴を合わせる�

q

w

ストッパー付キャスター�

ストッパー付キャスター�

●ベッドを移動させるとき以外は、対角2カ所のキャスターを

固定状態にしてください。ベッドに乗り降りする際に、ベッ

ドが動いて思わぬけがをするおそれがあります。
警  告�
けい　　　  こく�
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ハイローアクチュエータ�

ハイローリンク受（足側）�

ハイローリンク受（頭側）�

駆動部�

ハイローリンク�
（頭側）�

ハイローリンク�
（足側）�ベースフレーム�

3.駆動部の取付け

q図のようにハイローリンク（足側）の上にハイローリンク受（足側）をのせて駆動部をゆっくり倒し、
ハイローリンク（頭側）の上にハイローリンク受（頭側）をのせてください。

●リンク受キャップは奥まで差込み、裏側でスナップピンを確

実に取付けてください。取付けが不完全な場合、ベッドが破

損しけがをするおそれがあります。
警  告�
けい　　　  こく�

eハイローリンク受の裏側でリンク受キャップ
の穴にスナップピンを確実に差込み、リンク
受キャップを固定してください。（4カ所）

wリンク受キャップをハイローリンク端部の
穴およびハイローリンク受の穴に差込んで
ください。（4カ所）

ハイローリンク端部�

スナップピン�ハイローリンク受�

リンク受キャップ�

スナップピンを
上から差込む

●膝あげリンクを持って運搬

や組立てを行わないでくだ

さい。けがや破損の原因に

なります。

膝あげリンク�注  意�
ちゅう　　　  い�



rハイローアクチュエーターのロッドを固定
しているバンドを取外してください。

tハイローアクチュエーターのロッド先端と
ベースフレームのハイローリンクを付属の
連結ピン（小）で連結してください。

y連結ピン（小）の穴にスナップピンを差込ん
でください。

u背あげリンクを固定している輪ゴムを取外
してください。

!02モーターシリーズは背膝連動管の先端（頭
側）と背あげリンクをiで取外した連結ピン
とスナップピンで連結してください。

●連結ピンはベッドの内側から差込ん

でください。

スナップピン�ハイローリンク�

連結ピン（小）�

ロッド�

ハイローアクチュエーター�

スナップピン�

背あげリンク�

背膝連動管�

連結ピン�

背あげリンク�

スナップピン�

連結ピン�

背膝連動管�

輪ゴム�背あげリンク�

背あげリンク�

らくらくモーション・3モーターシリーズ 2モーターシリーズ

i背膝連動管の先端（頭側）を連結している連
結ピンとスナップピンを取外してください。

i背あげリンクを回転させて外側に出してくだ
さい。

o背あげリンクを回転させて外側に出してくだ
さい。

11ベッドの組立方法
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レギュラー、ミニ
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4.アクセサリー枠の取付け

e付属のノブボルト（黒）で頭側及び足側アク
セサリー枠を駆動部に固定してください。
（左右各2カ所）

w頭側及び足側アクセサリー枠の樹脂部を駆

動部のピンに合わせて、駆動部の上にのせ

てください。

q頭側及び足側アクセサリー枠のオプション
受を固定しているノブナットをゆるめてオ
プション受を最後まで引出し、再度ノブナッ
トを締付けてください。（8カ所）

●アクセサリー枠には頭側用と足側用があり

ます間違えないように取付けてください。

●ノブボルト（黒）は確実に締付けてください。ノブボルトがゆ

るんでいると、ベッドが落下してけがをするおそれがあります。

●オプション受は最後まで引出し、ノブナットでしっかりと固定

した状態でご使用ください。最後まで引出されていなかったり、

しっかりと固定していない状態で使用すると、オプション受が

ぐらついたりはずれたりして、けがをするおそれがあります。

警  告�
けい　　　  こく�

オプション受� ノブナット�

頭側アクセサリー枠�
�

駆動部�

ピン�樹脂部�

ノブボルト（黒）�

アクセサリー枠�

頭側用�

足側用�
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q頭側アクセサリー枠のオプション受を固定
しているノブナットをゆるめて、オプショ
ン受を最後まで引出し、再度ノブナットを
締付けてください。（左右各2カ所）

w頭側アクセサリー枠、延長フレームの樹脂
部を駆動部のピンに合わせて、駆動部の上
にのせてください。

e付属のノブボルト（黒）で頭部アクセサリー
枠、延長フレームを駆動部に固定してくだ
さい。（左右各2カ所）

r足側アクセサリー枠のオプション受を固定
しているノブナットを外し、オプション受
を取外してください。
●オプション受を取外した足側アクセサリー

枠は使用しません。

trで取外したオプション受の金具付ボルト
が、延長フレームの穴に合うようにのせてく
ださい。

yオプション受を最後まで引出し、金具付ボ
ルトをノブナットで固定してください。（左
右各2カ所）

オプション受� ノブナット�

頭側アクセサリー枠�
�

駆動部�

ピン�樹脂部�

ノブボルト（黒）�

アクセサリー枠�

●延長フレームは足側に取付けてください。

ロング

足側用�

オプション受� ノブナット�

突起をベッド�
の内側に向�
ける�

突起�

金具付ボルト�オプション受�

延長フレーム�
ノブナット�

金具付ボルト�

頭側用�

（延長フレーム）�
�足側用�

●ベースフレームに補助フレームが取付いてい

ることを確認してください（29ページ参照）。

●金具付ボルトの突起がベッドの内側を向い

ていることを確認してください。（4カ所）
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5.キューマボトムの取付け

rキューマボトムの左右のボスを、リトラ
フレームの穴に差込んでください。

t左右のブラケットの溝を、駆動部のロッドに
差込んでください。

●電源コードは必ずベースフレームの下側を通し、可動部分と

の接触がないことを確認した上で、コンセントまで配線して

ください。断線や破損のおそれがあります。
注  意�
ちゅう　　　  い�

●作業をしやすくするために、リトラフレー

ムをあげてください。
輪ゴム�

リトラフレーム�

qリトラフレームを固定している輪ゴムを外
してください。

wベッドの電源プラグをコンセントに差込ん
でください。

e手元スイッチでリトラフレームを約40°あげ
てください。

リトラフレーム�

キューマボトム�

ボス�

穴�

駆動部のロッド�

ブラケット�
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背ボトム�

q図のように背ボトムをリトラフレームにのせ
てください。

w背ボトムを足側へスライドさせ、背ボトム
の溝をリトラフレームのボスに差込んでく
ださい。

e背ボトムとリトラフレームの取付穴（左右各1
カ所）に外側から蝶ボルトを差込み、蝶ナッ
トで締付けてください。

●蝶ナットは左右とも、手で十分に締めてく

ださい。（工具不要）

r手元スイッチを操作して、背ボトムを一番
下までさげ、電源プラグをコンセントから
抜いてください。

6.背ボトムの取付け

ボス�

溝�
リトラフレーム�

背ボトム�

取付穴�
蝶ボルト� 蝶ナット�

11ベッドの組立方法
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足ボトム�

ブラケット（キューマボトム）�

連結ピン（大）�

取付穴�

スナップピン�

w駆動部の取付穴（左右各1カ所）に連結ピン
（大）を外側から差込み、各ボトムと駆動部
を連結してください。

e連結ピン（大）の穴にスナップピンを差込ん
でください。

●背ボトム、足ボトムを持ち

あげて逆に反らせたり、必

要以上に曲げたりしないで

ください。変形・破損のお

それがあります。

注  意�
ちゅう　　　  い�

q足ボトムのブラケット穴をキューマボトム
のブラケット穴の位置に合わせ、足ボトム
をのせてください。

7.足ボトムの取付け

キューマボトム�

足ボトム�

ブラケット（足ボトム）�

ブラケット�
（キューマボトム）�
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e足ボトムの穴に延長フレーム用のマットレス
止めの先端を斜めに差込んでください。

qマットレス止め（小）を背ボトム、足ボトム
両端の穴に斜めに差込んでください。
（背ボトム・足ボトム各2カ所）

wマットレス止め（小）を起こしてください。

rマットレス止めをたおしてください。rマットレス止め（大）を起こし、溝部を足ボ
トムの長穴にはめてください。

8.マットレス止めの取付け

マットレス止め（大）�

長穴�

長穴�

溝�

マットレス止め�

この穴に差込む�

マットレス止め（小）�

背ボトム�

穴�

●マットレス止め（小）の取付け後、軽く押

し、確実に取付いていることを確認してく

ださい。

レギュラー・ミニサイズ ロングサイズ

eマットレス止め（大）を傾けた状態で、マッ
トレス止め（大）を内側に押しながら先端を
足ボトムの長穴に差込んでください。

11ベッドの組立方法
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qボード取付金具をベッドのボード受金具に
差込んでください。

9.ヘッドボード・フットボードの取付け

■ヘッドボード・フットボードにはボードストッパーが付いています。下記の手順で取付けてく

ださい。ともに、まっすぐ最後まで差込んでください。

wへッドボード・フットボードのボードストッ
パーを左図のように穴へ差込んでください。

e組付け後、ボードストッパーがボード受金
具の穴に掛かっているか、必ず確認してく
ださい。

●ボードの上部に安全ラベル（警告、注意事

項が記載されているシール）が貼ってある

方を足側に取付けてください。

●ボードストッパーを掛け忘れたり、掛けかたが不完全な場合、

不意にボードが外れてけがをするおそれがあります。

●ボードを取付ける際は、落下させないよう注意してください。

足に当たってけがをしたり、ゆかやボードを傷つけたりする

おそれがあります。

フットボード�

ヘッドボード�

ボードストッパー�
ボード取付金具�

ボードストッパー�

ボード取付金具�

ボード受金具�

ボード受金具�

ボード�

ボードストッパー� ボード取付金具�

ボード受金具�

穴�

注  意�
ちゅう　　　  い�

w


